
1.　単元で育成する資質・能力

ア イ ・

2.　単元デザイン

3.　単元に関わる内容と見方・考え方の系統

①生きて働く「知識・技能」 ②未知の状況にも対応できる「思考力・判断力・表現力等」 ③学びを人生や社会に生かそうとする「学びに向かう力・人間性等」

（ア）三角形，四角形について知ること。
（イ）正方形，長方形，直角三角形について知ること。

（ア）図形を構成する要素に着目し，構成の仕方を考えるととも
に，身の回りのものの形を図形として捉えること。

図形に進んでかかわり，数学的に表現・処理したこ
とを振り返り，数理的な処理のよさに気付き生活や
学習に活用しようとする態度。

市算数研究会　第２学年部会　９月提案
単元の主張

　第１学年では、「さんかく」「しかく」「まる」などの形の特徴から、第２学年では、「辺」「頂点」「直角」などの図形の構成要素を根拠に図形
を判断したり、弁別したりできるようにする。作図や比較、敷き詰めなどの活動を通して、図形の構成要素を、具体的な操作が伴った学び
で、理解できるようにしていく。数学的に表現された図形から、身の回りにある図形へ目を向けさせる。その際、図形から構成要素、構成
要素から図形と相互の視点の行き来によって、図形の見方を深めていく。

２年　「長方形と正方形」 

提案者　山本　唯（市場小学校）

　日常にある図形や事象を捉える際に、全体を見て概
要を捉えたあとに図形を構成する各要素に着目して思
考し判断する態度の育成を目指す。図形には構成要素
があることを知ることで、これから出合う様々な図形を
新たな見方で見られるようにしていく。また、図形の構
成要素から、構成要素間の関係、そして図形間の関係
へと着目する視点の繋がりをもたせる。

◎直角三角形、長方形、正方形の性質の理解を深め
る。
◎敷き詰めによる図形の機能性や美しさの感得す

① ② ③本時 ④⑤
◎三角形、四角形の意味
や性質を理解する。

⑨⑩⑥⑦⑧
◎作図を通して、三角形、
四角形の性質の理解を深
める。

◎四角形を分解したり、構成した
りしながら、四角形の性質を見つ
ける。

◎作図した形や身の回りから
探した形を見比べることを通
して、直角の理解を深める。

◎直角三角形、長方形、正方形の構成要素に
着目して見ることを通して、意味や性質を理解
する。

　いろいろな図形から三角形、四角形を弁別し、３本の直線
で囲まれている形を三角形といい、４本の直線で囲まれて
いる形を四角形ということを理解する。これは、図形を構成
する要素である「辺の数」に着目している。また、「頂点」に
も着目できるようにし、三角形や四角形の約束や特徴を、
作図などを通して、実感を伴った理解ができるような活動を
取り入れていく。
　正方形、長方形と直角三角形の意味や性質について理
解できるようにする。三角形や四角形と同様に意味や特徴
を形式的に指導するのではなく、作業や観察を通して辺の
長さや直角といった構成要素に着目して理解できるようにし
ていく。

　図形を構成する辺や頂点、直角などに着目して、図形を弁別した
り、図形の構成の仕方を考察したりする。また、直角であることの
理由や身の回りのものの形の意味について考察できるようにす
る。
　図形を構成する要素を根拠に、身の回りのものの形から三角形
や四角形、正方形や長方形を見いだせるようにする。これらの学
習を通して、日常にある図形や事象を捉える際にも、全体を見て
概要を捉えた後に図形を構成する各要素に着目して思考し判断
する態度を育成する。

　　　　　　　　　　B「図形」領域　「図形の概念について理解し、その性質について考察すること」「図形の構成の仕方について考察すること」「図形の性質を日常に生かすこと」

数量を捉え
る見方 ものの形に着目（形を全体的に捉える） 図形を構成する要素に着目 図形を構成する要素に着目

・ 四角形を分解する活動で、
見いだした三角形や四角形
の構成要素に着目して、三
角形、四角形であること、三
角形と四角形の組み合わせ
でできていることを理解し、
説明できるようにする。

・

・

学年

内容

1年
・形とその特徴の捉え方
・形の構成と分解

2年
・三角形と四角形
・正方形、長方形と直角三角形
・正方形や長方形の面で構成される箱の形

3年
・二等辺三角形
・正三角形
・円、球

・ 図形を弁別する活動
を通して、三角形や
四角形の構成要素に
着目することができる
ようにする。

・ 方眼を利用した長方形、正方形、直角三角形の
かき方を、方眼の仕組みや図形の性質に着目し
て考え、作図することができる。
三角形の数を増やし、敷き詰めをする活動を通
して、長方形と平行四辺形ができることを知る。
長方形と平行四辺形を比較し、直角のよさや機
能性を感得する。

身の回りから長方形や正方形を見付けて
比較する。相違点や共通点を見付ける活
動を通して、構成要素に着目できるように
する。
紙を折る活動を通して、４辺の長さが等し
くなることや角が直角となる理由を説明で
きるようにする。

格子点を直線で結ん
で作図し、作図した図
形を、構成要素であ
る辺や頂点の数を根
拠にして、三角形、四
角形の理解を深め
る。

・ 自分たちが探した四角
形、作図した四角形など
を見比べる活動を通し
て、直角があることに気
付き、「直角」の利便性な
どに気付くことができるよ
うにする。

・

・

考え方 形の特徴を考える 構成の要素に着目して、構成の仕方を考える 構成の要素に着目して、構成の仕方を考える



4. 本時について

: 四角形は、「三角形と三角形」「三角形と四角形」「四角形と四角形」の組み合わせでできる。

: 「辺」や「頂点」に着目して、１つの四角形から三角形や四角形を見いだすことができる。

: 図形に進んで関わり、他の形でも同じように分解できるか、統合的・発展的に考えようとする態度を養う。

5. 教材の価値 6.板書

 見方・考え方の成長　　　

３　四角形全体に着目して、分解
の仕方を説明し、理解を確実にし
ていく。

2　１つの四角形から、様々な形の三角形や
四角形を見いだし、構成要素に着目し、説
明する。

◯本時の主旨
　前時までに、格子点を直線で結び三角形
と四角形の作図をしている。ある四角形を見
て、今まで学習してきた三角形や四角形に
分解できないか考え、四角形は三角形と四
角形の組み合わせでできていることなど、三
角形や四角形の性質を見いだすことができ
るようにしたい。また、６～８時間目に学習す
る、正方形や長方形の分解、合成を通して、
直角三角形について理解を図る学習の素地
的経験ともなる。また、図形の中に図形を見
いだす経験をすることで、図形の見方が変
わり、広がることを期待したい。図形につい
ての豊かな感覚の育成を図るとともに、図形
の性質を生活や学習に活用しようとする態
度を育てたい。

本時目標：　四角形から「三角形と三角形」や「三角形と四角形」などの形を見いだし、どのように直線を引いたのか構成要素に着目して説明し、ブーメラン型であっても、統合的・発展的に考察で
きる。

４　他の形の四角形の場合でも、統合し
て考察する。

○問題を把握し、見通しをもつ。

・直線を１本引いたら、三角形が二つできそうだよ。
・四角形もできそうだよ。
・縦や横、斜めに線を引いてみようかな。

◯直線を引くことで、三角形と三角形
や三角形と四角形などの組み合わ
せでできていることを見いだし、既習
の構成要素に着目して説明する。

・三角形が二つできた。
・三角形と四角形だ。
・四角形が二つできた。
・三角形と五角形ができた。
・頂点が３つあって、頂点が４つあるから、これ
は三角形と四角形でできているよ。

〇どのように直線を引いた
ら、三角形や四角形などの形
を見いだすことができるの
か、構成要素に着目して、説
明する。
・頂点から頂点に直線を引くと、三角
形が二つできたよ。
・頂点から辺に直線を引いたら、三角
形と四角形ができたよ。
・辺から辺に直線を引いたら、四角形
と四角形ができたよ。
・辺から辺に直線を引いたら、三角形
と五角形ができたよ。

◯統合的に考え、同じように四角
形を分解する。

・形が変わっても、同じようにやってみたらで
きると思うよ。

〇次時への見通し
・身の回りの三角形や四角形を探そう。

学びに向かう力

1　四角形の分解の仕方を理解し、見通しをも
つ。

一般四角形に１本の直線を引くことで、四角形の中に図形を見いだし、（四角形全般）もしくは（他の図形）においても統合的・発展的に考察する。

　単元の導入では、これまでの「さんかく」「しか
く」「まる」などの形の特徴の捉えから、図形を構
成する要素である辺の数に着目し、構成要素を
根拠に図形を判断できるようにしていくことが重
要である。また、身の回りのものには第２学年で
学習する正方形、長方形、直角三角形などが多
く用いられていることから、それぞれの図形の性
質を考察したり、「直角」の利便性や機能性に気
付いたりしていけるようにしていく。日常の事象や
既習の図形、これから出合う図形を数学的な視
点で見られるようにしていく。
 本単元では、図をかいたり敷き詰めたりする活
動を通して、「直角」や「辺」、「頂点」などの構成
要素に着目して図形を捉えられるようにする。特
に、「直角」については、折り紙を折って直角をつ
くり確かめたり、図をかいたりするなどの活動を
行い、実感を伴いながら学習を展開していく。日
常にある図形や事象について考える際に、全体
を見て概要を捉えたあとに図形の構成要素に着
目して、思考したり判断したりする態度を育成す
る。

本時における 知識・技能

思考・判断・表現

　見方：着眼点　「辺」や「頂点」への着目 　考え方：思考・認知、表現方法　　図形の分解の仕方を統合的・発展的に考察する。



③学びを人生や社会に生かそうとする「学びに向かう力・人間性等」

図形に進んでかかわり，数学的に表現・処理したこ
とを振り返り，数理的な処理のよさに気付き生活や
学習に活用しようとする態度。

　第１学年では、「さんかく」「しかく」「まる」などの形の特徴から、第２学年では、「辺」「頂点」「直角」などの図形の構成要素を根拠に図形
を判断したり、弁別したりできるようにする。作図や比較、敷き詰めなどの活動を通して、図形の構成要素を、具体的な操作が伴った学び
で、理解できるようにしていく。数学的に表現された図形から、身の回りにある図形へ目を向けさせる。その際、図形から構成要素、構成
要素から図形と相互の視点の行き来によって、図形の見方を深めていく。

　日常にある図形や事象を捉える際に、全体を見て概
要を捉えたあとに図形を構成する各要素に着目して思
考し判断する態度の育成を目指す。図形には構成要素
があることを知ることで、これから出合う様々な図形を
新たな見方で見られるようにしていく。また、図形の構
成要素から、構成要素間の関係、そして図形間の関係
へと着目する視点の繋がりをもたせる。

　　　　　　　　　　B「図形」領域　「図形の概念について理解し、その性質について考察すること」「図形の構成の仕方について考察すること」「図形の性質を日常に生かすこと」

図形を構成する要素に着目

3年
・二等辺三角形
・正三角形
・円、球

構成の要素に着目して、構成の仕方を考える



本時目標：　四角形から「三角形と三角形」や「三角形と四角形」などの形を見いだし、どのように直線を引いたのか構成要素に着目して説明し、ブーメラン型であっても、統合的・発展的に考察で
きる。


